
 

 

 

 約２年半ぶりに、まちづくり瓦版を発行しました！！（年４回発行の予定です。） 

   
 

◆はじめに 

   去る平成２５年４月１９日、白河駅前のイベン 

  ト広場と図書館の間に白河市が都市再生整備計画 

事業にて整備した「小峰
こ み ね

城
じょう

道場門
どうじょうもん

遺構
い こ う

」が完成 

し、竣工記念式典が開催されました。 

   式典のレポートと、小峰城道場門についてご紹 

介したいと思います。（歴史まちづくり法に基づく「歴 

史的風致維持向上計画」に位置づけられた事業） 

 

◆道場門とは？ 

   そもそも「道場門」というのは、道場小路等の武家屋敷から城内へ通じる門のことで、

小峰城に設置されていた１８の門の１つです。また枡型形式の門の両側は、城内への進入

を容易に許さないよう高さ４ｍほどの石垣で囲まれ、番所も設置されていたようです。 

 

◆整備の経緯 

平成７年～平成１１年の複合文化施設建設に伴う発掘調査 

で石垣と堀が発見され、当時の文献資料に基づき、「道場門」 

と判明。石垣は復元ではなく、残っている遺構をそのままの 

姿で残す事とし、露出展示的な整備としました。 

門の遺構面は損傷が激しかったため、保護層を設けること 

で一般公開を可能とし、イベント広場と連携して多くの市民 

に道場門の歴史的役割を感じてもらう事としました。 

整備期間は平成２３年度から平成２４年度。事業費は、 

約６６百万円。市街地に残された小峰城唯一の門遺構です。 

 

◆式典 
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白河市小峰城道場門遺構整備竣工記念式典 

門の柱石(再現) 

石垣跡(当時 4m) 

＜来賓関係＞ ＜市長挨拶＞ ＜テープカット＞ 

小峰城道場門遺構全景 



挨拶からテープカットまで、滞りなく 

執り行われ、渡り初めとなりました。 

ここで嬉しいハプニングが。 

たまたま散歩中だった近所の幼稚園児 

も急遽参加。その後、イベント広場で歌 

まで披露してくれました。 

 

 

 

 

 

 

◆あとがき 

白河市と言えば「小峰城」。お城から離れた駅前に突如として現れる歴史的遺構。パッと

見は変わった歩行空間だなぁという印象ですが、お城への門跡と認識すると感慨深いもの

があります。 

是非、小峰城へ行った際はこの道場門跡を通り、歴史的ロマンに思いを馳せてみてはい

かがでしょうか。 

 

 

 

 

◆亀賀門田線って？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

会津若松市の中心市街地を南北に 

縦断する幹線道路です。観光地として有 

名な鶴ヶ城の近くに位置し周辺には官公庁

や保育所、小中学校さらには高等学校と多く

の文教施設などが集積していることから、多  

くの方々に利用されている交通量の多い 

道路です。 

 

 

 

 神明通商店街（昭和 28年） 神明通で行われた会津祭 

（昭和 28年） 

 

神明通（平成 8年） 

 

イベント広場 

＜渡り初め＞ 

 

 ～都市計画道路亀賀
か め が

門田
もんでん

線（表町工区）が完成しました～ 



◆どんな工事をしたの？ 

改良工事前の全幅員は約９ｍで、そのうち歩道幅員は約１ｍと歩行者がすれ違うのも

大変なほど狭く、車道は慢性的な交通渋滞や頻繁に起こる交通事故など、円滑な交通に

支障をきたしていました。 

そこでこれらを解消するために平成 17 年度から事業に着手して、平成 25 年 6 月に

全幅員１８ｍ歩道幅員３．５ｍ（両側歩道）の亀賀門田線（表町工区）が完成しました。 

幅員を広くするだけでなく、電線の地中化（駅前から国道４０１号交差点まで【H26 予

定】）をおこなって街並みの景観形成や、歩道に無散水の消雪施設を設置することで、冬

期間でも路面凍結や積雪のない歩きやすい歩道になりました。 

また「錦町・表町 街づくり景観協定」を締結し、まちづくりに地域が積極的に参加

することで調和のとれた街並みが形成され、景観に配慮した歩行者にやさしい道路が完

成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆亀賀門田線事業概要 

・期間 平成１７～2５年度 ・事業箇所 会津若松市明和町～会津若松市表町 

・延長 L=４６０m、幅員 W=１８m（2 車線） ・総事業費 約１７億円 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.50 3.50 

18.00ｍ 

 
   

平成８年１２月撮影 

平成２５年５月撮影 

【事業着手後】 

【事業着手前】 



◆竣工式が行われました！ 

平成25年6月10日会津若松市表町において安全祈願祭及び竣工式が行われました。 

福島県知事の式辞を県土木部長が代読し、柳沼純子県議会土木委員長、室井照平会津

若松市長、酒井洋一国土交通省郡山国道事務所長からは祝辞をいただきました。 

テープカットとくす玉割りを行い関係者や南町保育園児による渡り初めを行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆福島県沿岸部の復興まちづくり 

東日本大震災では、東北地方の太平洋沿岸部に千年に一度といわれる未曾有の津波が襲

来し大きな被害をもたらしました。福島県では、数十年から百数十年の頻度で発生する津

波に対しては、海岸保全施設等の整備による対策とし、千年に一度といわれる今回の津波

のような最大規模の津波に対しては、住民の避難、土地利用、避難施設、防災施設等のソ

フト・ハードの手段を組み合わせた総合的な津波対策を進めることとしています。 

  具体的には、避難計画、海岸堤防整備、最大規模の津波に対する防災緑地や盛土構造の

道路整備（堤防の背後で補完的に津波を弱める役割）、土地利用の再編などを組み合わせた

多重防御による総合的に防災力が向上したまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

          

◆防災緑地  

  防災緑地とは、海岸堤防などの海岸保全施設の背後地に帯状に

整備することで津波の威力を減衰して浸水を抑制することや漂

流物を捕捉することにより被害を軽減させ

る機能を有する都市緑地のことです。福島

県では、新地町埒浜地区の他 9 地区に合計

91.4 ヘクタールを整備する計画です。 

現在は、ワークショップにより地域の方の

意見を聞きながら詳細設計を進めています。 

福島県沿岸部の復興まちづくり 

区画整理
（市街地）

道路 農地等 防災緑地 海岸保全施設

防災集団移転事業
（高台移転）

工場等

現状（津波被災後）

復興まちづくり

被災集落の移転

嵩上げ復旧した
道路
【県・市・町施行】

区画整理や防災集団移転により
集約した住宅地
【市・町施行】

防災緑地の
新設

【県施行】

嵩上げ復旧した
海岸堤防
【県施行】

流失・被災した
住宅

流失した
道路

住宅地

被災した
海岸堤防

農地

多重防御のイメージ図 復興まちづくりのイメージ図 

防災緑地の標準断面図 



◆防災緑地ワークショップ 

広大な面積の公共空間となる防災緑地は、日常生活において身近なものとして利活用す

ることや機能を維持するよう樹木を守り育てていくことが必要です。防災緑地を活用し育

てていくためには、地域の方が事業の計画段階から参加して愛着を持っていただくことが

重要であり、地域の思いを形にしていくワークショップによって地域の方の気持ちを一つ

にしていただくことでコミュニティーの再生も期待できます。 

  ワークショップでは防災緑地が将来的な地域資源としてデザインされるようにランドス

ケープの専門家と樹木の専門家（地元の樹木医）からアドバイスをいただくことにしてい

ます。 

ワークショップの初回は、自由に意見が出せる雰囲

気づくりや防災緑地について理解を深めてもらうこ

とに重点を置いて開催しています。いわき地区のワー

クショップでは、参加者に防災緑地のイメージを持っ

ていただくよう現地に実際の高さを示した模型を設

置してスケール感を共有しました。参加者からは、避

難場所の避難経路の表示板を設置してほしいといっ

た安全面に配慮する意見や、ゴミ箱や灰皿は必要ない

といった管理面を配慮した意見が出されました。最終

的には防災緑地に植栽する樹種の選定やこれからの

利活用と管理について意見をまとめることとしてい

ます。 

           

 

 

◆ホタル親水広場竣工式 

去る平成２５年６月２２日に、桑折町の産ヶ沢川 

において、「元気ふくしま、地域づくり・交流促進事 

業」で実施しておりました『ホタル親水広場』が竣 

工し、ホタルの飛び交う時期に合わせて地域の方々 

が主催して竣工式を行いました！ 

なお、産ヶ沢川のホタル観賞時期は、６月下旬～ 

７月上旬の予定です。 

 

メールマガジン登録随時受付中!!! 

1. 団体・会社名 
2. 氏名 
3. メールアドレス 

 

【発行元】 福島県土木部まちづくり推進課 
〒９６０－８６７０（住所記載丌要です） 

ＴＥＬ 024-521-751１ＦＡＸ 024-521-7956 
e-mail machizukuri@pref.fukushima.lg.jp 
ＵＲＬ http://www.pref.fukushima.jp/machi/ 

（「まちづくりｲﾍﾞﾝﾄ・講習会情報」を掲載しているのでご覧下さい） 
） 

登録された方には、県内外のまちづくりに関する情報のほか、イベントなどのお役立ち情報をメールにて
お知らせいたします。 

メールマガジン（無料）の登録をご希望される方は 

１～３を記入の上、まちづくり推進課のメール
アドレス machizukuri@pref.fukushima.lg.jp）
まで希望する旨ご連絡下さい。 

防災緑地の模型見学の様子 

ワークショップの様子 

奥州羽州街道地区産ヶ沢川ホタル親水広場竣工式 

〔町ｷｬﾗｸﾀｰ「ﾎﾀﾋﾟｰ」〕 
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